
- 3c237-40-03 -

[10保-ポ-03]

©Japan Society of Physical Education, Health and Sport Sciences 

Japan Society of Physical Education, Health and Sport Sciences The 73rd Conference of the Japan Society of Physical Education, Health
and Sports Sciences 

Poster (Subdiscipline) | 専門領域別 | 保健

保健／ポスター発表
Fri. Sep 1, 2023 1:00 PM - 2:00 PM  RY207 (良心館２階ＲＹ２０７番教室)
 

 

暑熱環境での日射を模した輻射熱暴露の有無が低強度運動時の

体温調節反応におよぼす影響
*Naoyuki Yamashita1, Masashi Kume2, Shunta Henmi3, Tetsuya Yoshida1 (1. Faculty of Arts and Sciences,

Kyoto Institute of Technology, 2. Kyoto Bunkyo Junior College, 3. Graduate School of Science and
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学校生活上、日向を長時間歩くことがあるが、その時の体温調節系への負荷はほとんどわかっていない。本研究

は暑熱環境での日射暴露の有無が歩行を模した低強度運動時の体温調節反応に及ぼす影響を検討することを目的

とした。実験対象者は12名の若年男性 (年齢21±2歳、身長173.4±5.7cm、体重68.4±10.8kg、体脂肪率19.1±

3.8%、最大酸素摂取量38.0±4.3ml/kg/min)であった。実験条件は日射有条件 (室温 29℃、相対湿度 60%、 黒球

温度 45℃、湿球黒球温度28℃)と日射無条件 (室温29℃、相対湿度60%、黒球温度29℃、湿球黒球温度25℃)で

あった。実験運動は歩行と同程度の負荷である最大酸素摂取量の30%負荷強度にて1時間の自転車こぎ運動を行

い、その間の直腸温、皮膚温、前腕局所発汗量を測定した。実験前後の体重変化から体重減少量を算出した。運

動後の直腸温の上昇度では日射有条件 (約0.4℃)と日射無条件(約0.4℃)との間には有意差はなかった

(p=0.60)。平均皮膚温の上昇度では日射有条件 (約1.9℃)が日射無条件 (約0.8℃)に比較して有意に高かった

(p<0.001)。前腕局所発汗量では日射有条件 (約0.63 mg/cm2/min) が日射無条件 (約0.30 mg/cm2/min) に比較し

て有意に高かった (p<0.001)。したがって、 体重減少量も日射有条件 (約0.6kg)が日射無条件 (約0.3kg) に比較し

て有意に多かった (p<0.001)。これらのことから、暑熱環境で日射に曝されながら低強度運動を行った場合に

は、日射が当たらない場合のそれと比較して核心温の上昇度は同程度かつ軽度に抑えられるが、それは発汗量の

増大によることが示唆された。したがって、日射に曝されるような環境では低強度運動であっても積極的な水分

補給をする必要性が示唆された。


